
工事技術管理室 施工者（各支部） 発注者 設計者

三者協議の必要性判断

情報提供

発注業務の特記仕様書に三者協議
の対象業務である旨を明示

業務計画書の作成・現地踏査

本体・仮設設計など

概要書(別紙１)の提出及び三者協
議の開催の要請

各支部と日程調整及び施工者に参
加依頼
（別紙２）参考

参加者の選定及び通知
（別紙３）参考

三者協議資料（様式１）他図面等
の作成

三者協議会

・設計や施工、仮設計画に対する ・会議の進行 ・設計条件、意図及び施工上

　疑問点や確認 ・事業目的及び協議調整状況、 　の課題の説明

・施工上の課題に対する意見 　現地条件等、工事全般に ・主たる工法、施工、仮設計画

など 　関する注意事項等の説明 　等の説明

など など

県庁ホームページに掲載
各協会に情報提供

三者協議結果資料（様式２）作成

（工事発注時）
現場説明書に三者協議対象の旨を
明示

※1 発注時点で三者協議の必要性なしと判断した場合においても、業務契約後に三者協議の必要性が生じた場合は、三者協議を開催することができる。
その場合はフロー図の※1以降による。

※2 三者協議の開催時期については、発注者と設計者において必要な時期を調整するものとする。

設計段階における三者協議(試行) 実施フロー

委託業務完成（成果品の納品）

三
者
協
議
開
催
な
し

成果品（設計）への反映

三者協議の開催 

委託業務契約 ※1

三者協議開催時期の協議 ※2

対象業務の把握

対象業務の
担当事業課へ連絡

※協議会への参加調整

オブザーバーとして
一部参加

要

不要


